
数学 NO.32
〈解答〉
1　⑴　512π㎝3　　⑵　360π㎝2

2　⑴　ア　 ＤＦ　 イ　 30　　 ウ 　75　　エ　 2 組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

　　⑵　 1
4 倍

配点　12⑵各 2 点，2⑴各 １ 点　10点満点

〈解説〉
1　⑴ 　辺ＡＢを軸として 1 回転させてできる立体は，下の図のように，半径 8㎝の円を底

面とする，高さ 6 ㎝の円柱の上に，半径 8 ㎝の円を底面とする，高さ 6 ㎝の円錐が
のった立体になる。

　　　円柱の体積は，
　　　　　π× 82× 6 ＝384π〔㎝3〕
　　　円錐の体積は

　　　　　 1
３  ×π×82× 6 ＝128π〔㎝3〕

　　　なので，求める立体の体積は
　　　　　384π＋128π＝512π〔㎝3〕

　　⑵　辺ＡＤ，ＢＣを延長した右の図において，
　　　　ＡＥ＝ＤＣ
　　　　∠ＡＥＤ＝∠ＤＣＦ
　　　　ＡＢ // ＤＣより
　　　　∠ＥＡＤ＝∠ＣＤＦ
　　　なので，
　　　　△ＡＤＥ≡△ＤＦＣ
　　　よって，
　　　　ＤＦ＝10㎝
　　　 である。このことを利用すると，辺ＢＣを軸として 1 回転させてできる立体は，辺



ＢＣを縦向きにすると，下の図のような，円錐の上半分を切り離した立体（円錐台と
いう）になる。

　　　 円錐の側面積は「π×母線×底面の半径」で求めることができ，切り離された円錐
は，底面の半径が 6 ㎝，母線の長さが10㎝ なので，側面積は

　　　　　π×10× 6 ＝60π〔㎝2〕
　　　 である。また，切り離す前の円錐は，底面の半径が12㎝，母線の長さが20㎝なので，

側面積は
　　　　　π×20×12＝240π〔㎝2〕
　　　である。また，半径 6 ㎝，12㎝ の円の面積はそれぞれ
　　　　　π×62＝36π〔㎝2〕　　π×122＝144π〔㎝2〕
　　　なので，求める立体の表面積は
　　　　　（240π－60π）＋36π＋144π＝360π〔㎝2〕

2 　⑴　〔証明〕
　　　△ＡＥＣと△ＥＤＦにおいて，
　　　　正三角形ＢＣＥ，ＣＤＦの 1 辺は正方形ＡＢＣＤの
　　　　 1  辺と等しいので，
　　　　　　ＥＣ＝   ア　ＤＦ           …①
　　　　ここで，∠ＡＢＥ＝∠ＥＣＤ＝   イ　30°     …②
　　　　　　ＢＡ＝ＢＥ＝ＣＥ＝ＣＤ       …③
　　　　　②，③より，△ＢＡＥと△ＣＥＤは，合同な二等辺三角形となり，
　　　　　　ＡＥ＝ＥＤ            …④
　　　　　　∠ＡＥＢ＝∠ＥＤＣ＝   ウ　75°       …⑤
　　　　⑤より，∠ＡＥＣ＝∠ＡＥＢ＋∠ＢＥＣ
　　　　　　　　　　＝∠ＥＤＣ＋∠ＣＤＦ＝∠ＥＤＦ  …⑥
　　　①，④，⑥より，
　　　  エ　 2 組の辺とその間の角がそれぞれ等しい  ので，
　　　　　　△ＡＥＣ≡△ＥＤＦ

　　⑵ 　正方形ＡＢＣＤ，正三角形ＢＣＥ，ＣＤＦの 1 辺の長さを a〔㎝〕とし，次頁の図のよ
うに，頂点Ｆから辺ＣＤに垂線ＦＩを引く。



　　　辺ＡＤを底辺としたときの△ＡＤＦの高さであるＤＩの長さは

　　　　　　ＤＩ＝ 1
2 a〔㎝〕

　　　なので，

　　　　　　△ＡＤＦ＝ 1
2 ×a× 1

2 a

　　　　　　　　　 ＝ 1
4 a 2 〔㎝2〕

　　　△ＡＤＦはＡＤ＝ＤＦの二等辺三角形なので，点Ｈは辺ＡＦの中点である。よって，

　　　　　　△ＡＤＨ＝ 1
2 ×△ＡＤＦ

　　　　　　　　　＝ 1
2 × 1

4 a2

　　　　　　　　　＝ 1
8 a 2 〔㎝2〕

　　　△ＣＥＦは，
　　　　　　ＣＥ＝ＣＦ＝  a〔㎝〕
　　　　　　∠ＥＣＦ＝∠ＥＣＤ＋∠ＤＣＦ
　　　　　　　　　＝30°＋60°
　　　　　　　　　＝90°
　　　の直角二等辺三角形なので，

　　　　　　△ＣＥＦ＝ 1
2 ×a×a

　　　　　　　　　＝
1
2 a2〔㎝2〕

　　　以上より，△ＡＤＨの面積は△ＣＥＦの面積の

　　 　　　　 1
8 a2÷ 1

2  a2＝ 1
4 〔倍〕


